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ニッケル・パラジウムを中心とする新規重合触媒を開発し、元素分析により同定をおこなった。

また、白金や銅といった他の金属を含む錯体を合成し、メタンや二酸化炭素といった低分子の変換反応の開発をおこなった。新規

錯体の元素分析に成功した。

今回開発した新規重合反応はポリオレフィンという汎用材料に対して新たな機能性を付与することができ、新材料を社会に創出す

ることができる。また低分子変換反応はこれからの炭素循環社会に貢献しうる技術である。
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